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おうちの人といっしょに 

読みましょう。 

 

 今シーズンは 11 月にインフルエンザが大流行しました。そのおかげか、冬休

み開けは病欠や感染症による欠席はかなり少なくなっています。しかし乾燥した

寒さはこれからが本番です。心身ともに健康に過ごせるよう、早寝早起き、手洗

いうがい、栄養バランスの良い食事など生活習慣を整えていきましょう。 

 
学校でも寒さを我慢しすぎないように「冷え対策」しましょう。 

・体育用の上着や、教室用ひざかけを準備する。 ・休み時間の外遊びや体育で、体を十分に動かす。 

・登下校では、手袋やマフラー、ネックウオーマーを使う。 

水ぼうそう(水痘)について 

 大和田小学校では今年度 9 月ごろから水ぼうそう(水痘)の発生が続いていました。かかった人は 12 月までで

のべ 58 人。昨年度（R6）は年間で 4 人でしたから、かなり多かったことがわかります。1 月の初日は発生が見

られないのでこの状態が続くといいなと思いますが、もし、いつもと違う「ぶつぶつ」が出たら登校せず病院で

診てもらい、しっかり治しましょう。 

そこで、水ぼうそう(水痘)の特徴を紹介します。 

 ・病原体：水痘・帯状疱疹ウイルス ・潜伏期間：14 日程度 

 ・感染の仕方(経路)：空気感染、飛沫感染、接触感染➡➡➡とても感染力が強いです！ 

 ・症状：発疹（ぶつぶつ）が体中に次々できます。38 度以上の発熱があることも。予防接種の効果でとても軽 

く済む人もいて、見逃さないよう注意が必要です。また、まれに重い合併症を伴う場合があります。 

 ・診断：発疹などの様子(臨床症状)から診断されます。 

 ・出席停止期間：すべての発疹が「かさぶた」(痂皮化)になるまで。市川市では登校時には証明書が必要です。 

 

《1月の保健目標》  ・寒さに負けない体を作ろう 

スポーツ振興センター災害共済給付についてのお知らせ 

学校でけがをして医療機関を受診した場合の、スポーツ振興センター災害共済給付の申請期限（初回）は

「事故の発生から 2 年以内」です。今年度のけがはできるだけ 3 月までに書類を提出してください。不明

な点があれば、大和田小学校保健室（養護池田）までお問い合わせください。 

予防には ・予防接種(定期接種は 1 歳～3 歳) 

・手洗い、うがい、咳エチケット(マスク)、換気 



 

 

「チャレンジ」の答えは、保健室前に掲示します。 

 

 

 

ウイルスって、なに？ 

病気を起こすもとになる病

原体です。 

大きさは、ヒトの細胞の約

1/100～1/1000 ほどで、目

では見えないくらいとても小

さいです。空気中をただよっ

ていたり、みんなが触るとこ

ろについてたりします。そし

て、人や動物の体に入りこ

み、生きている細胞にとりつ

いて、その中で、ウイルスそ

のものを増やしていき、病気

を発症させます。 

インフルエンザウイルス、

新型コロナウイルス、水痘・

帯状疱疹ウイルスなどなどた

くさんの種類があります。 

 右のイラストのようにいろ

いろな形のものがあります。 

このお便りのイラストは日本学校保健研修社発行「健」他より。2 次使用はお断りします。 



「チャレンジ」こたえはこちら！ 

 


